
2026 年度 宝塚大学 看護学部 一般選抜２期：英語   

出題の意図 

第１問 A   

●基本的な文法力を問う設問。適語選択。 

1 because 節の内容が、政策に「賛同」する理由となっていることを押さえる。 

2 カンマまでにある句が条件を表していると見て、〈命令文（に相当する内容）＋接続

詞 and〉の形の文になることを見抜く。 

3 空所の直後の if に着目し、as if ...を用いた文にする。 

4 空所の直後に複数名詞と were が続いていることに留意し、適切な主部にする。 

5 文構造を吟味し、only から始まる副詞句が文頭に置かれた強調構文であることを見抜

く。 

6 適切な品詞を見極める。Miho の習慣について述べた第 2 文との整合性も確認する。 

 

第１問 B  

●基本的な文法力を問う設問。語句整序。 

7 完了不定詞を含む〈appear to have＋過去分詞〉を用いた文にする。forget の語法も把

握しておく必要がある。 

8 成句 as a matter of fact を作る。 

9 dropping in at ...の前に people を置いて、動名詞句の意味上の主語とする。 

10 関係代名詞 who の直後に he thought を挿入的に続けた形の文にする。 

 

 

 

 

 



 

第２問 

●二者間の対話文を通じて、基礎的な語彙力・会話表現の知識に加え、論理的な思考力、

状況・背景把握力、代名詞や指示語などが指すもの・指し得るものを推論しながら正解を

導く文脈推定・構成力を問う。対話の場面は、２名がドローンによるピザの配達について

話をしているというもの。対話文は、彼らの元に注文したピザがドローンによって配達さ

れた場面から始まる。 

11 携帯電話に通知が表示され、ピザが到着したようだと述べる Justin に対し、Ayame が

I don’t think so.と否定的な発言をしている。空所の直後に続く発言から、Ayame はピザが

配達されるまでにはまだ時間がかかると思っていることを読み取る。 

12 Justin が空所を含む 2 回目の発言で、ピザのドローン配達の利点を述べていることを

押さえる。空所の次の Ayame の回答が Is it?であることから、空所には be 動詞を用いた文

がふさわしいと推定する。 

13 Justin がピザを受け取って来た場面であることを把握する。空所の直後の It が指し得

るものを含む発話が空所に来ることを念頭に、選択肢を絞り込む。この It は正解選択肢中

の drone を指している。 

14 Justin が You’re right.と同意しているのは、直前の Ayame の発言内容について。

Ayame は、箱からソースがこぼれており、ピザはだめになっていると述べている。Justin

が空所の後ろで、ドローンがピザを何回も落としたに違いないと述べている点もヒントと

なる。 

15 Justin が空所の前で、携帯電話のアプリで何かできることがあるかもしれないと述べ

ていることを押さえる。Justin が、空所に入る発言に対して No.と否定している点がカ

ギ。続けて“I have not received my pizza.”というオプションしか選べないと述べている点

も考慮する。 

16 空所の前で Ayame は自分が料理をすると述べているが、Justin が空所以降で、短い所

要時間しかかからないこと、すでに注文済みであることを伝えている状況から正解を導

く。 

17 Ayame が Sixty dollars!と驚いていることから、直前で Justin が See と言って見せたの

はピザの注文履歴だと推測する。空所の後で 2 人が金額について話を続けていることを加

味して流れに合うものを選ぶ。 



第３問 

●長文読解問題。設問は英問英答で、内容一致選択問題または適切な英文を完成させる問

題。ローマ＝カトリック教会の最高位であるローマ教皇の選出過程についての英文を通じ

て、英文読解能力を問う。その上で、英文の質問内容を正確に把握し、本文の内容と合う

ものを選ぶ。本文の内容を把握し、質問文や選択肢における言い換え表現等にも気が付く

ことのできる語彙力を土台にした、論理的な思考力、文脈把握能力が求められる。 

18 第 1 段落の趣旨を読み取る。 

19 2025 年 5 月 8 日に起こった出来事について、本文の内容に合うものを選択する。 

20 著者が Fabian という人物について言及した理由を問う。Fabian という人名を意識し

て本文を読み、その前後にある文脈を把握して著者の意図を特定する。 

21 新しいローマ教皇の選出方法についての記述内容を正確に把握する。 

22 時系列を意識して本文を読み、Pope Gregory X が選ばれる以前に起きた出来事を特定

する。 

23 コンクラーベについて本文中で述べられている内容を選別する。 

24 黒煙がどのようなときに上げられるのか、本文に書かれている内容を見定める。 

25 Pope Leo XIV の特異な点として述べられている内容を答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４問 

●長文読解問題。適語補充、文整序、日本語または英語の内容一致問題を通じて、英文読

解能力を問う。出題トピックは、AI に親切な言葉を使用することに伴うエネルギーコスト

についてのもの。基礎的な語彙力、論理的な思考力、文脈把握能力に加えて、英文が意味

する内容を日本語に正確に置き換えて把握する能力も必要となる。 

26 文脈に合う副詞句を選択する。 

27 文頭にある This が単独で主語の働きをすると見て、原因を表す cause ～ to ...を用た

文にする。直後に he wants people to stop being kind と完全な文が続いていることから、

不定詞句内の report の目的語が that 節になることも見抜きたい。 

28 語句補充問題。空所を含む文で述べられているのは、人々が AI に対して親切に振る

舞う理由の一つ。and 以降の文の主語である they が「AI が将来、世界を支配すると危惧

している人々」を指すことを押さえられるかがカギ。 

29 指示語 this が表すものを答える問題。直前の文で述べられている内容を日本語に正確

に置き換える力が求められる。 

30 日本語での内容一致問題。一致しないものを選ぶ必要があるため、一つ一つの選択肢

を本文と照合し、本文と合致しないものを洗い出す。 

31～33 英語での内容一致問題。文章の段落構成を整理しつつ、客観的な事柄（ファク

ト）を述べている箇所と、著者自身の意見（オピニオン）を述べている箇所を読み分け

る。 

 


